
エコロジー＆エコノミー

安全にお使いいただくため

必ずはじめにお読みください

取扱い説明書

Ver 1.1

スニーク77L1

Sneak77L1

  株式会社アクセス

フリーダイヤル.0800-800-5224
お問合せは

〒400-0048  山梨県甲府市貢川本町5-15

平日9：00～18：00までにお問合せください。

  製造元

  販売会社

リチウムバッテリー搭載タイプ
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1.各部の説明

Fig1:メータパネル

スピードメーター km/h表示

走行距離

ヘッドライト
(ハイビーム時のみ点灯)

バッテリー残量

左ウィンカー 右ウィンカー

Fig2:前輪タイヤ周り
タイヤ空気充填バルブ

ドラムブレーキ

Fig3:後輪周り
タイヤ空気充填バルブ

後輪ブレーキ調整ネジ
・締める（右へ回す）→良く効く
・緩める（左に回す）→効かない

インホイルモーター
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Fig5:左ハンドル周り Fig6:右ハンドル周り

Fig8：メインスイッチ(ヘルメットボックス)

メインブレーカースイッチ

Fig7:充電ソケット

充電ソケット

キルスイッチ
左：通常
右：モーター停止

スピードアップ

停止
アクセル

ON（前後灯）

OFF

尾灯＆スモールヘッドライト切り替えスイッチ
・ハイビーム 遠方 ・ロービーム 近く

後輪ブレーキレバー

ウィンカースイッチ
左：左折ウィンカー
右：右折ウィンカー

クラクション（警笛）

パッシングスイッチ

パワー切り替えスイッチ

前輪ブレーキレバー

Fig4:メインキー

ONOFF
ハンドルロック

シートオープン

・メインキーを挿し、押しながら左へ回すと
 ハンドルロックになります。

・押さずに左へ回すと、シートが開きます。

※一度メインキーを「ON」まで右に回し、
　押さずに「ハンドルロック」まで左に
　回すとスムーズに開きます。
　新車の場合、シートロックが硬くなって
　いる可能性があるので、シートの後方を
　押さえながらメインキーを回すと、
　よりスムーズに開きます。　

・パワー切り替えスイッチ
　低（通常走行時）：手前に出た状態
　高（上り坂等で使用）：押し込まれた状態

走行時はヘッドライトを
必ずONにしてください

低（通常） 高（上り坂等）
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家庭用100V電源へ
差し込んでください

車輌本体充電コネクタへ
差し込んでください
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・初めて走行する際は（メインスイッチを入れた後）、充分に充電されている

　かどうか電圧メーターを確認して下さい。充分に充電されていなかったら、

　充分に充電してから走行を始めてください。

・充電器は弊社のセットした、あるいは指定（４８Vバッテリー３Ａの過充電防

  止機能付）した充電器を使って下さい。バッテリーと充電器が合わないと火 

  災や故障を起こす場合があります。

・使用する前にコンセントの電圧に合わせて充電器の電圧を１１５V／２３０V
　

・バッテリーは、充電コンセント（Ｆｉｇ７）をスクーターにつけて充電して

　下さい。バッテリーをスクーターから取り外して充電することも可能です。

６.充電方法

のどちらかに切り替えて下さい。

・ブラシレスモーター組込ホイル（Ｆｉｇ３）：高性能の希土類永久磁性材料

　を使っている外部の回転子からホイルを通してタイヤに駆動を伝えます。モ

　ーターとホイルは一体になっていて、モーター組込ホイルはシフトチェンジ

　ギヤを使わない構造になっているので、高効率、長寿命、低騒音などの特徴

　があります。

・コントロール装置とメーターは最新の電子回路技術を使っていて、各電装部

　品のコントロールセンターとなっています。このコントローラーはモーター

　の発電、バッテリーの電圧降下保護、過電流保護、ブレーキ操作時の電源Ｏ

　ＦＦ、スムーズな調速機能などがあります。電子式のアクセルを使っている

　ので、スムーズなスピード調整を行うことができます。

・バッテリーは本電動スクーター専用のバッテリーを使っています。またこの

５.主な電気部品の機能

バッテリーは多くの日本向けバッテリーを設計した技術により作られている

　ので、体積が小さく軽量で、衝撃に強いなどの特徴があります。さらに３０

　０回以上繰り返し充電（使用状況により増減します）に耐えられます。

　絶対にしないで下さい。

（スニーク77L1は、パワー切替スイッチ（Ｆｉｇ６）を切り替えることにより、
　パワーの調節が可能です）

・スニーク77L1は、電動スクーターですので、キー操作をＯＮにすると走行

　可能な状態になります。事故防止のためキーＯＮの状態での引き回しは、

・下り坂を走行する場合は、アクセルグリップを一杯に戻した状態でブレーキ

　レバーを軽く引くと回生ブレーキが機能し減速できます。停止する場合は、

　前後輪のブレーキレバーを握って適切な制動を行い停止して下さい。

13



14



15



16



スニーク77L1

① A（ブレーカー）をOFFにします。
② Bを黄色の矢印の方向に押し蓋を開けます。

A

B

④ Ｃ（バッテリーのケーブル）をはずします。
Ｃ

⑤バッテリーを取り外します。

⑥バッテリーと充電器を直接つなぎ、充電します。

③ Cの部分を黄色の矢印の方向に持ち上げ、
ケーブルロックを外します。C
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